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一自主性診断検査<DT1 )からみた自主性の効果を中心としてー

野外教育・客観テスト・測定評価

1.はじめに

学校及び祉会の中で、野外活動{特にキャンプ)が盛ん

に行われるようになったのは、間利31年に、文部省から

[青少年野外活動の奨励についてJという通達が出されて

からである。

青少年を対象としたOrgani zed 何回p(集団で組織的に行

なわれるキャンプ)は、一般に教育キャンプと解され、

「総合教育の湯Jとしてその意義が重視されている。しか

し、我が固におりる教育キャンプの形式U、欧米等のキャ

ンプに比べ、比較的短期閣のキャンプが主流を成している

ことから、その耳目闘の中で教育効果の多くを期待するのは

不可能と思われる。また、 1泊2日から3泊4日といった

短期キャンプにおいて、どの鎌な効果がどの程度期待でき

るかについても不明である。ところが、短い日数のキャン

アにもかかわらず、今日までの閥、キャンプが粧会の申に

定着し、実ttされてきているということは、何らかの効果

を期待しているからに他ならない。
1) 

文部省より出された『教育キャンプ指導の手引』 によ

ると、 「教育キャンプは、{可にもましてキャンパーの自主

性と創造性の重んぜられるところ…jとされている。

また、キャンプに関する文献等において、自主性は、一

般に教育効果が期待できるとされτいることから、 「自主

性jに焦点を当て、研究の題材として取りあげた。

これまでの研究のうち、キャンプの効果としτ自主性を

客観的に捉えた研究は、訟田ら引の他ほとんど見あたらな

ぃ。ー 3)
怠本り は、キャンプの機能について、自信をもって行

動する 友人関係，自立性などに効果があるとしている。
、!)

井筒り は、観は子供の自主性が伸びることを期待してキ

ャンアに参加させている割合が高く、キャンプ終了3か月

後の調査では、参加者のうち、 27.1%の者の自主性が伸び

ていると報告している。ただし、これらの研究は、あくま

で緩からみたキャンアの効果として自主性を捉えたもので

あり、実際にキャンパーを被験者としたものではない。

しかし、仮りに親の判断が正しく、また、一般的な教育

キャンプにおいて、教育効果を得ることが可能であるとす

るならば、自主性の向上を判断するのに適切な客観テスト

をキャンパーに対して用いた場合、その結果は向上を示す

のではないかという仮説が考えられる。

したがって、本研究では、この点について検鉦するため

に、 3泊4日の青少年キャンプを事例に、キャンプが児童

の自主性に及ぼす効果を実際に参加児童を被験者とし、客

観的検査を媒介手段としτ測定・評価し、さらにその効果
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の定着性について検討することを目的とした。ここで明ら

かにしたいのは、次の点である。

課題1) キャンプの体験学習を通しτ、参加児童の自主

性が向上するかどうか。

課題2) 仮りに向上が見られた場合、それは一時的なも

のか、ある程度持続的なものか。

n.研究の方法

1 .調査の内容及び方法

本研究は、キャンプに参加した児童に対し、自主性診断

検査を用いたものと、その父兄に対し、質閥紙を用いた調

査から成り立っている。

それぞれの内容・方法については、表1に示した通りで

ある。

なお、課題2)の検討にあたって砿、キャンプ終了時と3
か月後との悶に、児童置の自然的な発達に伴う要素が介入す

る可能性が考えられることから、あくまで「自然的な発達

の有無jを見ることを白的に、統制群としτ、キャンプ未

経験児童78名を設定した。

2.キャンプの繍要

A'Bキャンプの学習内容は、稲互に共通する部分が多

く、それぞれの学習内容が目標としている点は、頬似して

いる。

班編成は、学年・性別・過去の参加歴及び各人の健康状

況を考慮した上で、各M均等になるように縦割りの編成を

行い、 1班10名前後で構成された a

指導方法はA.Bキャンプともに、①実施主体{指導者}

の指導力を強調する方法、②参加主体(キャンパー}の自

主性にゆだね指導者は助言・徳助を与える方法によっτ展

開され、後者②の方法を強調した。

参加主体の自主性に重点を置いた学習内容は、両キャン

プ共に特に3日目を中心に設定された。

なお、 A・8キャンプは、日本キャンプ協会公認の上級

指導者がディレクターとして配置され、カウンセラーは、

日本キャンプ協会または日本余暇文化娠興会の指噂者賞績

を有する学生が担当し、指導にあたった。

3.父兄用調査用紙の内容

質問艇は、(1)キャンプに対する綴の期待、 (2)キャン

プの体験学習による影響の 2点から構成されτいるa 後者

は主にDTIの各カテゴリーについて、キャンプ後の傾向

を5段階評定法により調査した。

-50-



雲隻 1 言周至皇正0') 1有毛~Nヒて3ワヲ2ま

児 童 に 対 す る 調 査 父兄に対する調査

調査時期 1.キャンプ実施前と実施後 2.キャンプ終了3か月後 キャンプ終了3か月後

1984年の夏期休暇を利用しτ実施された、 l)Aキャンアで被験者となった 5.6年生の Aキャンアで被験者となった 5.6年児童

「自然活動子供村:キャンアJ(日本余暇文 うち、キャンプ実fli前と実繕後におりる検査 の父兄、 92名園

化轟興会主催)に参加した、小学校 5ι年の の回答が有効であった児童92名。

調査対象 児童 145名ー その内訳は、 {実験群とする)

Aキャンア年生50名、 6年生50名 2)S小学校の 5年生44名、 6年生34名の2

Bキャンア年生26名、 6年生19名 クラス:計78名園 (統制鮮とする}

石川勤・藤原喜悦「自主性診断検査 (Dia- 1)実験M:DTIをキャンプ終了3か月後 キャンプ終了3か月後に、 DTIととも

gnostic Test of Independence:DTI) J (金 に郵送して実施した. {郵送法) に調査棄を開封しτ実飽した.

調査方法 子書房}を用い、キャンプ場到着時とキャン {質問組郵送法)

ア終了時の2回実施した。 2)統制i鮮:1回目のDTI実鈍から約3か

{キャンプ地にお付る集合調査) 月後に、再度実施した。(集合調査}

調査期間 1984if 7月 25日~8月 10日 1)実験群:1984年10月 25日~11月30日 1984年10月258~11月30日

2)統制群:1984年10月1日及び12月18日

DTI 配布数 145枚、有効回収数 134枚 1)実験群; 調査票配布数92枚、有効回収数50枚

回収率92.4% DTI配布数92枚、有効回収数52枚 回収率54.3%

回収数等 回収率56.5%

2)統制鮮については、

100%の回収率を得た(78枚). 

4.結果の処理についτ 表 2 被検者全体におけるキャンプ実施前後のDT!-得点の比較

(1)キャンプ実施前と実施後の検定については、検査に

よって得られた粗点{正答数}により、学年別・性別・被

験者全体について t倹定(値休の比較)を用い、比較検討

した。
5) 

さらに、粗点を rOT1 解説j に2毒づき、すべての項

目についてパーセンタイル{以下PR)として算出し、各項

目について30PR以下の者をA群、 40~60刊の者を 8 群、 70

PR以上の者をC群としτ分類し、 A群を各特性または自主

性の低い群、 BI~を中程度の群、 C群を高い群として、各

項目ごとにそれぞれを粗点により比較した。

(2)キャンプ実施後と実施3か月後の比較については、

(1)と陶様に処理した。

ill.結果と考察

1 .キャンプ体験が自主性に及ぼすE影響について

児童に対する調査のうち、キャンプ実施前と実施後にお

It る OTI 得点を比較した結果については、表 2~表 4 に

示した通りである。

キャンプは、教育効果の 1つとして自主性の育成に有効

であるとされτいるが、自主性を本検査に基づいτ分類し

た場合、キャンプを体験することによって、その構成要素

N=134 キャンプ実施前 キャンア実施後

M SD M SD 有意水準

1 自発性 14.66 4.14 :本

2.主体性 14.31 4.04 14.51 4.74 

3.独立性 14.65 3.91 15.43 4.33 キネ

4 自己主彊 12.78 4.23 13.89 4.51 *** 
5 判断力 13.90 3.90 13目 68 3.57 

6 独創性 15.72 4.58 16.19 4.71 

7.自律性 14.51 4.58 15.28 4.87 ** 
8.自己銃器l 14.47 4.54 15.30 4.66 * 
9 責任性 16.54 3.98 17.43 4.44 ** 
10 役割認知 16.12 4.17 16.60 4.29 

自主性 147.66 30.28 153.54 33.86 *** 
• P<.05 ..P<.Ol H ・P<.OOl

がすべて向上するわりではない。表2・表3からわかるよ

うに、主に(1)自発性~ (3)独立性， (4)自己主張，(7)

自律性. (9)責任性， (10)役割認知のような特性が向上す

るといえる。しかも、参加者全体が向上するのではなく、

A群のようにキャンプ参加当初の段踏で、各特性が低かっ

た者に伸び率が高いといえる(表4)。
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表 3 キャンプ実飽前と実施後のDTI-得点の比較

学年目11・性別・全体における有意差 ( t検定による)

5 年 :6 年男子:女子 i全体

1.自発性 *~ド ** :* 
2.主体性

3.独立性 :* :* i** 
4. 自己主~ i**:* :***i :*ネ*
5.判断力

6.独創l性

7.自律性 :* i** i** 
8.自己統制 :* 1* :* 
9.責任性 :** i* i* :** 
10.役割認知 * 

自主性 ***i* ***1** 1*** 
事 P<.05 事本P<.01 ••• P<.001 

低下を示した特性:女子-5 判断力(P<.05)

表 4 キャンプ実施前後のOTI-得点の比較

群別におUる有意差 ( t倹定による}

A 群 B a手 C 群

1.自発性 *** 
2.主体性

3.独立性 *** 
4.自己主彊 *** 
5.判断力 ** 
6.独創l性 * 
7.自律性 ** * 
8 自己統制 ** * 
9.責任性 *** 
10.役割認知 * * 

自主性 ***i** 
本 P<.05 場事P<.01 ・*本 P<.001 

低下を示した特性 :B群 -5. *'11断力(P<.05)

C3宇-5.判断力(P<.OO1)

しかし、総計項目である自主性については、 A務よりは

むしろB群・ C群に向上が認められていることから、キャ

ンプ実施前の段階において、自主性を中程度もしくはそれ

以上に備えていた者の、特に各人の低い部分にdヨりる特性

の伸長に、キャンプが効果的であったと推察される。

したがって、参加当初の段階で各特性が全体的に低く、

自主性がA群に属するような者については、必ずしもキャ

ンプが好t:嘗を及ぼしたとはいえない。このように、総合

的に自主慢が低かった者についτは、指導方法を中心に、

学習内容や日数等、つまりキャンプの質や量による検討を

加え、改善する必要があるといえる。また、一般的な教育

キャンプでは、効果4まあまり期待できないと考える。

学年別の効果に着目すると、 6年生よりは5年生に肉上

を示している特性が多いことから、 6年生に比べ5年生の

1iが、キャンプの体験を筒定的に受砂とめていることが推

察される。

また、男子は特に自己主張に、女子鉱自律仰な銃御l行動

に効果が認められた。

藤原則は、自己主張について「児童期にのいては、友人

集聞に向調しようとする傾向が強まるが、他方、学習や遊

びなどにおいτ他者に優越し、仲間から認られたいという

要求が強くなり、鏡争という形態で自己主援が現われるj

としτいる。このことから、グループ単位の活動や各種の

体験学留の場面が、自己主張の向上に彫曹を与えたものと

思われる。また自己続制について藤原円以、 「子供の発達

段階に応じて適度に成功休麟を持たせ自信をつりるように

養育することが、自己制御の順調な発達にとコて必要であ

るjとしτいることから、キャンプの各場面にBりる成功

体験や集団の規律を守ること、自分のことは自分の力でや

りぬくこと等を協調したカウンセリングが、自己続"J・自

律性に好影響を及ぼしたものと推察ーされる。

これまで£述べた自主性{各特性}の向上は、キャンパ

ー各人がキャンプ体験をもとに、それぞれの内省によって

捉えた結果と判断することができる。当然そこには個人差

や学年差が存在するものの、キャンアがきっかりとなった

変容に他ならないと考えられる。したがって、結果4こ示さ

れた有意差は、キャンプにおりる指導の効果またはキャン

アが有する独自性による効果{栂乗効果}と判断すること

ができる。

2.キャンプ体践によって得られた自主性の持続性

について

実験群について、キャンプ実施後と実施3か月後に宿り

るDTI得点を比較検討した結果、 5年生の自発性に低下、

責任性に向上がそれぞれ認められたのみで(P<.05)、6年

生，男子，女子.全体にのいては、有意差は認められなか

った。一方、統制群は、 6年生の自発性、全体の自律性に

関し発達が認められたが(P<.05)、それ以外の特性につい

ては、 3b¥月という過程では発達が認められていない。

すなわち、以上の結果より、キャンア終了時におりる自

主性の褒容は、検定結果からは一時的な効果ではなく、 3
か月聞は持続されていると雛測することができる。

また、 5~生の責任牲とA群の役割認知については、 3

か月後さらに向上が認められていることから、キャンプの

刺激がその後の日常生活に好影響を及ぼしたものと推察さ

れる。

3.親からみたキャンプ体験後の子どもの変容について

キャンプに対する線の期待及び参加させた厳大の理由に

ついては、回答が分散したが両者の上位に共通した項目が

みられた。特に重量加させた最大の理由については、 1伎と

円
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IV.まとめ

3泊4日のキャンプ体験は、キャンア参加当初におりる

キャンパーの特に低い特性を伸長することに、有効に繍能

したといえる。

総合的な自主性の向上は、参加当初に中程度以上の自主

牲を持ち合わせていた者でなげれば、期待できないといえ

る。

キャンプ体験によって得られた自主性は、キャンプ終了

後3か月聞は、日常生活の申においても持続されていると

考えられる。特に役割認知は、キャンプ後に効果が期待で

きる特性であることが雛祭された。

3位の項目の聞で差が認められていることから(P<.05)、

観は共同・協調性が量産われる、友だちができ，つき合い方

を覚える等を主な期待として、参加させていることが錐測

される。 3位以下の項目は、自主的行動が身につく、自然

の理解・.好心が襲われる、外交的な性織になる等であっ

た。また、これらの参加させた最大の理由について、 H%
-JT\..~fH'~ ...;~.~ "， nr~8) の観が効果を認めている。」の結果は、井筒らの研究 と

一致するところが多く、線は何らかの教育的意図を持って、

キャンプに子どもを参加させていることがうかがえる。

親がキャンプ後に、子どもの日常生活の観察を通して向

上を認めた自主性の特性について紘、表5に示したように、

役割認知のみといえる。

V.今後の標題

キャンプによフて得られる効果は、自然環境下におりる

体験学習の内容や指導者及びその指理事方法によるところが

大であると考える。しかし、本研究の範聞からは、自主性

に影響を及ぼした要因までは明らかにすることができなか

った。

また、参加時点においτ自主性が特に低かった者に、総

合的な自主性の向上が認められなかったという点も不明で

ある。

したがって、今後は以上のような点を究明するとともに、

観察法等の手法も加え、教育効果の検討を計りたい。岡崎

に参加者の能力に合わせたキャンアの在り方も倹討される

必要があると考える。

緩から見たキャンプ体験後の子どもの

自主性の変容について

表 5
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1.自発性 60 38 

2.主体性 48 44 

3.独立性 46 52 

4 自己主強 42 54 

5.判断力 38 52 

6.独創性 38 52 

7.自律性 36 58 

8.自己続事 40 50 

9.責任性 58 38 

10.役割認知 60ーが一一32

自主性 58 42 

数字は%を示す

1)文部省編 『教育キャンプ指導の手号IJ P.5 1956 

2 )松田誠一・飯田稔 「キャンパーの自主性育成に関す

る研究J 日本体育学会第34回大会号 P.605 1983 

3 )倉本満枝・飯田鶴・他 「キャンプ重量加者の縄線の意

識について j日本体育学会第34回大会号 P.682 1981 

4 )井筒次郎・他「子どものキャンプにおりる教育的効果

に関する一考察ーその学習内容の質と量について-J
日本体育大学助手会研究報告第2号 P. P61・71 1983 

5 )石川動。藤原喜悦共著 『自主性診断検査解説』

金子書房 P. Pl-17 1983 

『新・教育心理学事典』

金子禽房 P.315 

f児童臨床心理事典』

岩崎学術出版社 P.246 

注記・ヨ1m文献

向上した、やや向上した

変わらない

やや低下した、低下した

わからない を示す

なお、+は

±は
ーは

D. K.は

1977 

1983 

6}依田新監修

7)内山喜久雄監修
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4} 8 )井筒前掲書

その他の特性については、+と士の胞に差が認められな

かった。

役割認知については、子どもの自己評価においても、 3
か月後の諦査で向上が著しい特性である。

つまり、観は顕著に向上が見られた特性のみ効果を認め

ていることから、家庭場面に限定された親の観察には限度

があり、子ども自身の内省部分にかかわる傾向までは、通

礁に捉えることができないものと推察される。

したがって、主に家庭場面から捉えた親の野価と検査結

果の両者からキャンプの効果を検討するならば、特に俊郵l
認知については、キャンプの刺激が好影響を及ぼし、キャ

ンプ後の日常生活の中において、最も効果が期待できる特

性であると判断される。




